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1．本研究の背景
（1）これまで語られてきたソーシャルメ
ディアと子どもの関係
スマートフォンやタブレット、ゲーム機のネットワー
クへの接続等に見られるように、いわゆるインターネッ
ト環境へのアクセスが子どもであっても容易にできる
ようになっている。内閣府（2018）の調査結果を見ると、
例えばスマートフォンにおけるインターネット利用率
は、小学生で23％、中学生で54.6％、高校生で94.1％となっ
ている。また、利用時間を見ると、スマートフォンで
は小学生が68.3分、中学生が127.5分、高校生が177.7分
となっている。多くの子どもたちは、こうした端末を
ソーシャルメディアを利用する際に使用していること
も明らかにされている。
こうしたインターネットに接続できる端末は、すで
に学校現場の授業の一環でその利用が導入されており、
日常的に子どもが利用できるようになっている。一方
で、ソーシャルメディアの利用に対する危惧も示され
るようになっている。例えば樋口（2017）や岡田（2014）
はネット環境に子どもが依存していくことを通じて、
体力の課題だけでなく、精神的な問題を引き起こし、
結果的に社会生活への困難にまで結びつくことへの警
鐘を示している。具体的にはスマートフォンの利用が
子ども自身の暮らしや育ちに決定的な影響を与えてし
まうことや、依存的な利用となり、不眠が続き精神的
な影響をきたしてしまうことなどを実証的に明らかに
している。一方で子どもたちもまた、ソーシャルメディ
アへのめり込んでいくことに対する危機感をもってい
るという（伊藤2016）。
他にも酒井（2014）は情報機器の利用には、機器に
対する「精神的依存状態」や「相手からの返信に対す
る不安」、「適正利用に対する自信」が影響しているこ
とを明らかにしている。また、女の子の方がソーシャ
ルメディアの利用頻度が高いが、利用に対する規範意
識については男子の方が高く、ソーシャルメディアの
利用には性差があることを指摘している注1。さらに、利
用の制限についてネットの怖さを実感させる方法論は、
その記憶が残っている期間だけ有効であり、その意識
が薄れてしまった場合の効果は期待できないことから、
別の視点による対応の検討する必要があると述べてい
る。千葉ら（2014）では、安全なインターネットの利
用に対する家庭の取り組みについて分析を行ってい
る。その結果、個人情報や子どもに有害な情報の閲覧
に影響を与える家庭の要素として、規範意識や子育て
観に代表される保護者の考え方、家族関係、家庭内の
ルールや対策が存在することを明らかにしている。ま
た、いわゆる子どもの出会い系サイトのようなものの
利用については、家庭でのルールや対策との相関がな
く、家族関係が寄与していることを明らかにしている。
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さらに家庭内のルールや対策は、保護者の考え方に加
えて、保護者のリスク学習経験および家族関係と相関
関係があることを明らかにしている。松村（2015）では、
SNSで誰もが不特定多数に対し情報を発信し交流できる
環境は、さまざまなトラブルに出会う危険性をはらん
でいる。このような時代の実情をふまえて、まずネッ
トの仕組みを理解させること、そのうえで子どもの心
の成長に合わせて、子どもたち自身が、チャットの時
間帯を含めてネットの安全な使い方を考えられるよう
なサポートが必要であると述べている。津田ら（2015）
においても「親は苦手意識を持つ者も多いが、親は子
どもが安全にインターネットを使用できるよう、子ど
もの使用状況に関心を持ち、親子でインターネットと
の付き合い方を真剣に考える機会を多く持つことが重
要である」と指摘している。
このように先行研究を概観すると、子どものソーシャ
ルメディアの利用について、これまで利用に対する成
長発達への影響やその使い方に関わる規範、家庭内に
おける利用のルールに関するものが主となっている。
（2）子どもの視点から子どものソーシャ
ルメディアの利用を捉え直す
総務省（2016）によると、ソーシャルメディアとは「イ
ンターネットを利用して誰でも手軽に情報を発信し、相
互のやりとりができる双方向のメディアであり、代表
的なものとして、ブログ、FacebookやTwitter等のSNS
（ソーシャルネットワーキングサービス）、YouTubeや
ニコニコ動画等の動画共有サイト、LINE等のメッセー
ジングアプリがある」とあり、具体的なアプリ等の名
称まで含まれている。さらに、総務省ではソーシャル
メディアの特徴として「利用者同士のつながりを促進
する様々なしかけが用意されており、互いの関係を視
覚的に把握できることが特徴である。」とあり、情報交
換の他、物の売買あるいは交換など、生活における手
段として位置づくようになってきている。マス・メディ
アと違い、情報の発信をソーシャルメディアを通して
個人が自由に行うことができることも特徴である。そ
のため、ソーシャルメディアを通じた情報発信は発信
者の思考や価値観がそのまま社会に共有されることな
り、そうした仕組みや発信すべき情報や情報源を確実
にするリテラシーが十分に持ちえない場合、炎上とい
う言葉に代表されるような、関係性のトラブルを誘発
することにつながっている。
ソーシャルメディアの利用は本来的には世界にある
様々な情報にアクセスし、自らの暮らしをより良いも
のにするための見聞を得ることができる手段である。
子どもの権利条約第17条においても、子ども自身が情
報にアクセスすることが、社会面、精神面及び道徳面
の福祉並びに心身の健康の促進につながることが示さ
れている。そのことは第13条とも関わり、得られた情
報を手がかりとした子ども自身の表現の自由の権利に
ついて保障されなければならないことが示されている注2。
情報を得たり、相談をしたりする手段としてソーシャ
ルメディアを用いるということは、子ども自身の何ら
かの選択からの行動であると捉えられる。となると、
これまで指摘されてこなかったことの一つに、なぜ子
ども自身もソーシャルメディアの利用について様々な
影響があることを理解しながらも、子どもたちはソー
シャルメディアに安心感を求めるように利用するのだ
ろうか。先行研究はいわば規制をしようとするおとな
の視点からソーシャルメディアの利用実態を捉え、処
方箋を示そうとしているが、子どもの視点からその実
態を掴み検討しようとしているものは見られない。
（3）本研究の目的
例えば、ソーシャルメディアのへの依存から社会生
活や体力への課題が生まれるのではなく、そもそも子
ども自身がそうした関係性や運動等への自信が持てず、
目を背けざるを得ない状況にあり、結果的にソーシャ
ルメディアの利用が頻繁になっていくということも考
えられないだろうか。ソーシャルメディアの利用に対
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する家族間の合意形成を求める論考もあったが、様々
な状況からそうしたことを家族に全て期待することが
できないこともあるだろう。そもそも、子ども自身の
主体的なソーシャルメディアの利用について、パター
ナリズム的に制限することは子どもの権利の視点から
見て、どのように理解すべきか議論が必要なのではな
いかとも思われる。
先行研究において指摘されてきたように、子どもの
ソーシャルメディアの利用は、成長発達等への影響が
大きく、どのように適正な利用へと子どもを導いてい
くのかに関心が持たれていた。しかし、おそらくどの子
どもであっても、当初からソーシャルメディアの利用
にめり込もうと考えていたわけではないだろう。ちょっ
とした利用のきっかけから、安心感を求めることを後
押ししてしまった何かが子どもたちの日常生活の中に
あるのではないだろうか。
この点について言及している研究として、堀川（2015）
ではスマートフォンの利用と親子関係の関係を明らか
にしており、本研究の関心と非常に近い。堀川はこの
研究の今後の課題の中で、親子関係以外の変数も議論
の俎上に挙げることが必要だと述べている。
本研究では、ソーシャルメディアの利用について、
どのような生活環境にいる子どもたちが依存的なソー
シャルメディアの利用に結びついてしまっているのか、
そしてどのような処方箋が必要なのか子どもの視点か
ら提起する。具体的には、子どもがソーシャルメディ
アの利用に安心感を求めるのは、現在の暮らしの捉え
方が影響していることを仮説とする。
なお、本稿における子どもとは中学生と限定して用
いるものとする。理由については後述する。
2．研究の視点および方法
（1）本研究で使用するデータセット
筆者らは2018年より、A県B市（以下「B市」とす
る）における子ども・子育て支援計画策定を目的とし
て、子ども子育て家庭に対する量的調査の実施に携わっ
ている。その調査の中で、B市は市内在住の小学校5年
生と中学校2年生を対象とした子ども調査を実施してい
る。調査時期は2018年11月1日から11月31日であった。
自記入式のアンケート調査法を採用している。調査票
と回収用の封筒は学校から子どもたちに配布されてい
る。回答後は子ども自身が封筒に封入し、学校関係者
や家族が中身を見ることができない状態で、担任に提
出することとなっている。配布数は279通で回収数は
261通となっている。そのうち有効回答数は261通であっ
た。有効回答率は93.5％という結果であった。本研究で
はこの量的調査結果を用いた2次分析を行い、上記の研
究目的を明らかにする。
（2）分析の方法
本稿では先述した仮説を検証するために、従属変数
と独立変数を以下のように設定し、2項ロジスティック
回帰分析を行う。なお、統計処理に関してはIBM社の
SPSS statistics 23を用いた。
1）従属変数
本調査の調査票において、ソーシャルメディアの利
用状況を尋ねる項目を表1で整理した。表1は各項目を
「質的な用途」と「実際の用途」に分けて整理している。
「質的な用途」とは、一緒にいて安心できる人、困った
ときに助けてくれるなど、ネット端末の利用目的に関
わる項目のことである。「実際の用途」は、YouTubeの
ような動画を見るといった実際に子どもがどのように
利用しているのか、あるいはどのようなネット端末を
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実際に持っているのかに関する項目である。
本稿では「質的な用途」にある「ほっとできるとき」
にネット端末を利用していると回答したものを従属変
数として設定した。
「実際の用途」について、動画を見たり無料通話を利
用したりする際の利用時間に先行研究では関心が示さ
れることが多い。しかし、本調査ではその項目が設定
されていないため、従属変数として利用することがで
きなかった。一方で、研究目的と照らし合わせても何
をしているのかには関心を置いていないことから、「実
際の用途」は従属変数として分析において用いること
を本研究では退けた。
ソーシャルメディアは本来的に見れば、情報収集や
仕事の効率を上げるなど、生活なり仕事の手段として
位置づけられるものである。しかし、子どもたちのソー
シャルメディアの利用状況を概観すると、先行研究に
見られるように、利用することそれ自体が目的となっ
ているものが散見される。従って、ソーシャルメディ
アの利用を手段ではなく、利用目的それ自体に関心を
持つことが必要である。本調査票では、そうした利用
目的それ自体に関わる項目がいくつか設定されており、
それらを「質的な用途」と命名し、変数とし妥当かど
うかの検討を行った。
「一緒にいて安心できる人」と「困ったときに助けて
くれる人」は、調査票ではマルチアンサーとなっている。
いくつかの選択肢の中に「SNSでつながった人」が設定
されていたが、本稿ではこれらを従属変数から退けて
いる。理由として、回答数の少なさと例えば具体的に
どのような困ったときに「SNSでつながった人」を頼り
にするのかが把握できないためである。
「ほっとできるとき」はどのような時かを問う設問に
おいて「インターネット」の利用が選択肢に設定され
ている。この項目も先述したSNS同様、どのような利用
なのか具体性に欠けるが、ソーシャルメディアを利用
することとそれを利用することを通じて安心すると感
じることは質的な違いがある。つまり、前者は先述し
たような手段としてソーシャルメディアを位置づけて
いるのに対し、後者はソーシャルメディアを利用する
ことが目的となっていると考えられる。また、やや消
極的な理由であるが、回答数が一定程度確保されてお
り、その後の多変量解析にも耐えられることから、「ほっ
とできるとき」を従属変数として設定した。
なお、この項目に回答した回答者数は62人となって
おり、無回答者は199人であった。
表1　従属変数設定のための整理
質的な
用途
実際の
用途
回答
割合
一緒にいて安心できる人 ○ － 4.2%
困ったときに助けてくれる人 ○ － 1.9%
ほっとできるとき ○ － 23.8%
自分の携帯やスマートフォンなど
をもっている
－ ○ 65.9%
iPadのようなタブレットや3DSの
ような通信機能があるゲーム機
－ ○ 56.7%
YouTubeのような動画を見る － ○ 79.4%
ソシャゲをする － ○ 35.3%
無料通話（LINE等） － ○ 56.0%
2）独立変数
本研究ではソーシャルメディアを利用する子どもの
生活実態等を独立変数として、その姿を量的に明らか
にしようとするものである。そのため、独立変数はそ
の生活実態を捉えている項目とする。調査票から設定
できるものは学校生活、現在の悩みや苛立ち、おとな
への要望、基本属性の4つであると判断をした注3。
学校生活について、子どもの生活の大半が学校となっ
ている。ソーシャルメディアを通した子ども同士のト
ラブルが引き金となり、子ども自身の学校への印象が
悪くなっていることが指摘されている（例えば樋口前掲;
岡田前掲）。学校生活とソーシャルメディアの利用には
何らかの関係があると考えられることから、独立変数
の枠組みとして学校生活を設定した。具体的には、学
校生活に対する満足度を尋ねる4件法による項目があり、
それを独立変数として設定した。
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基本属性について、子どもの性別と家族類型を含め
た。前者について先行研究にでも認められているよう
に、ソーシャルメディアの利用について、性差がある
ことが指摘されているためである。後者について、近
年各自治体で実施されているいわゆる子どもの貧困調
査において、スマートフォンやタブレットの所有状況
を尋ねる項目が設定されている。例えば首都大学東京
子ども・若者貧困研究センター（2017）の場合、生活
が困窮している世帯の子どもとそうでない子どもを比
較すると、携帯電話・スマートフォンの所持率が前者
の方が低く、有意差も認められている。しかし、所持
については、経済的な要素だけでなく、家族の子ども
の利用に対する意向も影響することが先述した先行研
究においても指摘がされている。従って、経済的指標
に関わるものの有効性はまだ議論が必要と考えられる。
こうした背景から、家族類型がソーシャルメディアの
利用に影響しているのかを把握できると考えを独立変
数として設定した。
現在の悩みと苛立ちについて、子どもたちがソーシャ
ルメディアを頻繁に利用する背景には、普段の暮らし
における悩みや苛立ちが影響している可能性がある。
先行研究ではほとんどこの点は触れられていないこと
から、先述した仮説に沿って独立変数として設定した。
現在の悩みについて、調査票には「心配や悩みに思
うことはどんなことですか」というマルチアンサーの
設問に17個の項目がある。例えば「自分の健康」や「顔
や体型のこと」などである。これら一つ一つの変数を
独立変数として分析に組み込むことは現実的ではない。
そのため「特にない」を省いた16個の選択肢に回答が
あったものを1点として、回答毎に点数を加算した。最
大で16点、最低で0点となる連続尺度を生成し、「現在
の悩み得点」と命名し独立変数として利用した。なお、
現在の悩み得点の最大値は11、最小値は0であった。平
均値は3.1、標準偏差は±2.46となっていた。
苛立ちについて、現在の子どもの気分を問う設問が
調査票では設定されている。「何をやっても嫌になる」
と「何もかも壊してやろうと思う」について、調査票
では「普段の生活の中で次のようなことはありました
か」という問いが設定されている。子どもたちの日常
生活における苛立ちを表す項目でもあり、ソーシャル
メディアとの関係性がこれまで明らかにされてきてい
ないことから、独立変数として設定した。
おとなへの要望について、この設問は元々「子ども
に対して、大人にこころがけてほしいことは何ですか」
という問いの元14項目が設定されているものである。
さらにこの設問自体は、子どもの権利の普及度を図る
ことも意図されており、設問の最初には子どもの権利
についてお聞きますと記されている。この設問で問わ
れていることは、子どもたちが日常的におとなから話
を聞いてもらうという経験があるのかということであ
る。話を聞かれるということは、子どもの権利におい
ても最も重視されていることであることであり、そう
した機会がある子どもたちが自分の身に降りかかるで
あろう今とこれからのことを自分ごとにしていくプロ
セスにおいて最も重要なことであることが指摘されて
いる（清水・森田2018）。悩みや苛立ちを解決していく
コンピテンシーの基盤を形成するきっかけとなること
から、本項目を独立変数として設定した。
（3）研究の対象
本研究では分析の対象を中学生としている。その理
由は、ソーシャルメディアを利用することができる端
末の所持率の高さを小学生と中学生を比べた場合、中
学生の方が高いことが挙げられる。B市のデータでは小
学校5年生で通信機能があるゲーム機の所有率が80.3％、
スマートフォンの所持率が29.6％であるのに対し、中
学校2年生では前者の所有率が65.9％、後者の所持率が
56.7％となっていた。LINEやTwitter等のソーシャルメ
ディアは、一般的には後者において利用されているこ
とからも、その所持率が高い中学生を研究の対象とす
る意義がある。また、先に挙げた先行研究同様、ゲー
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ム機に比べてスマートフォンやタブレットなどは使い
方がソーシャルメディアなど個人的なものになる。ソー
シャルメディアを通じたつながりを求めている傾向は
小学生より中学生の方が高い（内閣府：前掲）。このよ
うなことから、本稿では中学生を対象とした。
（4）倫理的配慮
本調査研究はB市における子ども・子育て支援計画策
定を目的として、東洋大学森田明美研究室とB市との間
で協定を結び、調査については調査票の作成から実施
について協力をし、B市で倫理的な課題について検討さ
れ、実施されたものである。本報告は共同研究の一環
として、B市には研究報告等を行う旨を伝え承諾を得て
いる。また、B市より提供を受けたローデータは、一般
社団法人日本社会福祉学会研究倫理指針に沿って厳重
な管理し、個人を特定できない形態で分析を行った。
3．研究結果
（1）分析結果の概要
「ほっとできるとき」にインターネットの利用の回答
があったものを従属変数としたクロス集計とχ2検定を
行った結果を表2に示した注4。結果、有意差が認められ
たのは、「ダミー　性別_男子」「ダミー　学校は楽しい」
「ダミー　何もかも壊してやろうと思う」「自分が自由に
使える時間を増やしてほしい」であった。また、生成
した現在の悩み得点を「ほっとできるとき」にインター
ネットの利用の回答があったものを独立変数としたt検
定を行った。その結果、t=-3.374、df=259、p<0.001であっ
た。回答があった方の現在の悩み得点の平均値は2.1613
（S.D.=±3.1648）であり、回答がなかった方の平均値は
2.7688（S.D.=±2.17117）となっており、回答があった
ほうが低い数値となっていた。
表2　クロス集計結果
回答なし 回答あり
度数 列のN% 度数 列のN%
属性
ダミー　性別_男子*
回答なし 102 52.6% 28 45.2%
回答あり 92 47.4% 34 54.8%
家族の形
ふたり親家庭 165 85.5% 50 82.0%
ひとり親家庭 28 14.5% 11 18.0%
学校生活 ダミー　学校は楽しい**
回答なし 17 8.6% 14 23.0%
回答あり 180 91.4% 47 77.0%
苛立ち
ダミー　何を 回答なし 92 47.4% 21 34.4%
やっても嫌になる 回答あり 102 52.6% 40 65.6%
ダミー　何もかも 回答なし 162 83.9% 38 62.3%
壊してやろうと思う** 回答あり 31 16.1% 23 37.7%
要望
友だちやきょうだいと 回答なし 122 61.3% 29 46.8%
比べないでほしい* 回答あり 77 38.7% 33 53.2%
自分が自由に使える 回答なし 150 75.4% 35 56.5%
時間を増やしてほしい** 回答あり 49 24.6% 27 43.5%
** p<.01 * p<.5
（2）回帰分析の結果
2項ロジスティック回帰分析の結果を表3に示した。
独立変数は、表1と表2で示した比較の結果、有意差
が認められた7つの項目とした。投入方法は強制投入法
を用いた。分析の対象となったのは、欠損値がない249
ケースである。
分析結果を見ると、オッズ比の高い順に「ダミー　
何もかも壊してやろうと思う」「ダミー　性別_男子」「自
分が自由に使える時間を増やしてほしい」「現在の悩み
得点」において従属変数を高めることに影響を与えて
いた。なお、HosmerとLemeshowの検定の結果p=0.135、
正解の割合79.9％となっていることからモデルの適合度
も良い。
表3　2項ロジスティック回帰分析結果
オッズ比 95%CI
現在の悩み得点 1.2165 （1.059-1.1397）**
ダミー　性別_男子 1.9237 （0.997-3.712）*
ダミー　学校は楽しい 0.5028 （0.204-1.238）
ダミー　何をやっても嫌になる 0.6804 （0.323-1.143）
ダミー　何もかも壊してやろうと思う 2.2511 （1.028-4.929）**
友だちやきょうだいと比べないでほしい 1.2377 （0.646-2.370）
自分が自由に使える時間を増やしてほしい 1.8555 （0.946-3.627）*
モデルχ2（df）31.009(7)***
** p<.01　* p<.05
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4．考察
（1）どのような子どもたちがソーシャル
メディアに安心感を求めているのか
ソーシャルメディアの利用を通じて気持ちが安心す
ると答えた子どもたちの特徴を2項ロジスティック回帰
分析を通じて明らかにした。その結果、「何をやっても
嫌になる」と日常生活において思っている子どものオッ
ズ比が最も高い結果となった。3番目にオッズ比が高い
結果となった「自分が自由に使える時間を増やしてほ
しい」という要望に加え、オッズ比自体は高い数値で
はないものの有意差が認められるものとして、現在の
悩み得点もソーシャルメディアの利用を通じて気持ち
が安心すると答える割合を高めることに貢献をしてい
た。これら合わせて見ると、日常生活における不満や
困難がソーシャルメディアへのめり込んでいくことを
後押ししていると考えられる。
また、男の子たちがソーシャルメディアの利用にの
めり込んでいくことが、従属変数の回答の確率を高め
るという結果が明らかとなっていた。これはソーシャ
ルメディアの利用を通じて性的搾取の対象として位置
づけられやすい女の子への支援なり利用方法について
検討がなされてきた先行研究や世論とは違う結果と
なっていた。
（2）子どもの視点から考える
1） ソーシャルメディアの利用は子どもの
SOSを求めるサイン
本稿では回帰分析を利用しているため、ソーシャル
メディアの利用とそれを後押しする生活環境の因果関
係を示すことができる。つまり、ソーシャルメディア
の利用を通じてそうした日常生活に対する不満なり、
懸念が高まるのではなく、そうした生活環境にいるこ
とがソーシャルメディアの利用を促すという構造を示
している。本調査では、悩み事をソーシャルメディア
を通じて相談したり解決したりしているかどうかまで
把握することはできないものの、現実世界に目を向け
ることがしんどくなり、ソーシャルメディアの利用に
結びついているのかもしれない。あるいは現実世界で
誰かに相談をすることは難しいため、ソーシャルメディ
アを通じた解決を図っているのかもしれない。あるい
は苛立ちや葛藤を表現する場がソーシャルメディアの
可能性もある。つまり、子どもからの今ここの息苦し
さのサインとも受け止めることができるのではないだ
ろうか。そうなると、ソーシャルメディアの利用に対
する懸念とその処方箋は、利用の仕方に関する指導な
り教授法、家族のフィルタリング等に代表される自助
努力に多くを期待するのではなく、子どもたち自身が
自分のペースで育つことができる環境をどのように子
どもと一緒に構築してという視点から導き出していく
ことを検討しなければならない。自分が自由に使える
時間を増やしてほしいとわれわれおとなに対して子ど
もが要求していることへの理解がより一層求められる。
2）属性で判断することへの警鐘
また、今回独立変数に設定しなかった家族類型につ
いて、この項目はクロス集計の時点で有意差は認めら
れていない。B市のひとり親家庭の経済状況について、
本調査では明らかにすることはできないものの、一般
的に言えば決してゆとりがあるとはいえないであろう。
いわゆる子どもの貧困研究において、子ども支援のあ
りようが現在多く検討されてきているが、ソーシャル
メディアの利用とそのから派生する成長発達や社会生
活における様々な問題は、経済状況とは関わりを持た
ない可能性が高い。したがって、経済状況を変数とす
るだけでは、子どもたちの声を見落としてしまうこと
があるのではないだろうか。
同様のことは、性別においても指摘することができ
る。先行研究でも明らかなように、ソーシャルメディ
アの利用をする女の子たちへの支援なり対策について
これまで多く検討がなされてきた。しかし、本研究の
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結果男の子たちであることが、ソーシャルメディアの
利用を通じて気持ちが安心すると答える確率が高く
なっている。後述するように、これ以上の分析は本稿
では困難であるが、性差があるソーシャルメディアの
利用について、女の子と、男の子の個別性を踏まえた
検討が必要である。
（3）今後の課題
本研究は、B市における子ども・子育てニーズ調査に
合わせて実施された中学生を対象とした子ども調査の
2次分析である。先述したように、本研究目的を踏まえ
た調査票の設計となっているわけではないため、従属
変数や独立変数の設定に関する議論については、いく
つかの批判的な意見があると思われる。子どもとソー
シャルメディアの関係を社会福祉の視点で明らかにし
ようとするものもないことから、こうした議論が今後
活発になされることを期待しながら、この分析枠組み
の妥当性について検討を試みていきたい。
一方で、B市の調査の特徴は子ども自身が回答して
おり、かつ子どもが回答する際に負担を抱えないよう
に設計がなされている点を挙げることができる。例え
ば先述した全国で実施されている子どもの貧困に関わ
る実態調査の中には、心理学で用いられる尺度や家庭
生活の現状を明らかにしようとするものも見受けられ
る。研究の精度から言えば非常に高いかもしれないが、
そうした設問に回答する子どもの立場から考えたとき、
子どもの心的な負荷が何かしらで生じた際のフォロー
は、量的調査では行うことができない。子どもの場合、
元々発言をする機会が十分に与えられていない。子ど
も自身が自らの思いを表現することと、研究者の知り
たい得たいデータはイコールにならず、結果的に研究
者による情報の搾取という構造となる可能性は十分に
ある。私たちは子どもの権利をしっかりと踏まえた上
で研究に臨まなければならない。回答したことが子ど
も施策につながり、回答したことを良かったと子ども
自身が思える調査研究設計が求められる。
本稿であってもそうしたことを十分に達成させるこ
とができたかは、今後子どもたちからの評価を問う必
要がある。2項ロジスティック回帰分析の結果、ソーシャ
ルメディアの利用にのめり込んでいく子どもたちの中
で、男の子がそうした状況になっていくことを明らか
にした。なぜ、これまでの先行研究とは違う結果が出
たのか、本調査ではこれ以上明らかにすることができ
ない。そうした意味でも、この結果を踏まえた意見交
換の場をB市の中で用意し、改めてなぜ子どもたちが
ソーシャルメディアをのめり込んでいき、地域の中で
どのような子ども施策を作り上げていくべきか一緒に
考えていく必要がある。
【注】
注1 しかし内閣府（前掲）では女子の方が、位置情報の制限
やパスワードの設定をしている割合が高く、性差につい
ての分析はさらに必要であると考えられる。
注2 他にも、子ども支援の領域で言えば、札幌市や世田谷区
などにおける子どもの権利救済へのアクセスの方法の一
つとして、LINEやメールなどが取り入れられ、子どもか
らの相談を受けている。
注3 子どもの日常的な様相を示す項目を選択する必要がある。
具体的には1日の大半を過ごすであろう学校生活に関わる
ものと家庭生活が挙げられる。このうち家庭生活につい
ては、項目が調査の中で設定されていないため、独立変
数として設定することが叶わなかった。
注4 なお、ダミー変数についての詳細は下記の参考_表1と参
考_表2を参照。
参考_表1
回答なし 回答あり
度数 列のN% 度数 列のN%
女性 101 52.1% 25 40.3%
男性 92 47.4% 34 54.8%
答えたくない 1 0.5% 3 4.8%
合計 194 100.0% 62 100.0%
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参考_表2
回答なし 回答あり
度数 列のN% 度数 列のN%
学校に行くことは
楽しいですか
いつも楽しい 98 49.7% 27 44.3%
ときどき楽しい 82 41.6% 20 32.8%
あまり楽しいときはない 13 6.6% 14 23.0%
楽しいときはない 4 2.0% 0 0.0%
合計 197 100.0% 61 100.0%
何をやっても
嫌になる
よくある 23 11.9% 21 34.4%
たまにある 79 40.7% 19 31.1%
あまりない 69 35.6% 19 31.1%
ほとんどない 23 11.9% 2 3.3%
合計 194 100.0% 61 100.0%
何もかも
壊してやろうと
思う
よくある 8 4.1% 8 13.1%
たまにある 23 11.9% 15 24.6%
あまりない 39 20.2% 19 31.1%
ほとんどない 123 63.7% 19 31.1%
合計 193 100.0% 61 100.0%
【参考文献】
千葉直子、関良明他（2014）「青少年の安全なインターネット
利用を実現する家庭の取組みに関する考察」『情報処理学
会論文誌』55（1）, 311-24.
樋口進（2017）『心と体を蝕む「ネット依存」から子どもたち
をどう守るのか』ミネルヴァ書房
堀川裕介、橋元良明他（2011）「中学生におけるネット依存の
実態と要因分析」『日本社会情報学会全国大会研究発表論
文集 』26（0）, 155-160.
堀川祐介（2015）「スマートフォンによる青少年のインターネッ
ト依存および親子関係と依存の関連」『社会情報学』3（2）, 
89-94.
伊藤賢一（2016）「スマートフォン時代における青少年のリス
ク構造-群馬県前橋市調査より」『群馬大学社会情報学部研
究論集』（23）, 1-14.
内閣府（2018）『平成29年度青少年のインターネット利用環
境実態調査　調査結果』https://www8.cao.go.jp/youth/
youth-harm/chousa/h29/net-jittai/pdf/sokuhou.pdf 
2018.12.29アクセス
奈良原珠美（2017）「実践的態度を育む保健指導の検討 : 第5学
年「メディアが心身の健康に与える影響」を通して」『広
島大学附属三原学校園研究紀要』7, 147-54.
岡田尊司（2014）『インターネット・ゲーム依存症 ネトゲから
スマホまで』文春新書
大西竜太、平野 美千代、佐伯 和子（2017）「3歳児の養育にお
ける統制場面でのスマートフォン使用に関する母親の認
識」『日本公衆衛生看護学会誌』6（3）240-8.
酒井郷平（2014）「中学生の「ネット依存行動」の改善に向け
た要因の分析―「ネット依存」に関する自己認識に着目
して―」『教科開発学論集』（5）, 113-22.
清水冬樹、森田明美（2018）「被災地における子どもの意見表明・
参加と児童福祉課題」東洋大学福祉社会開発研究センター
編『つながり、支え合う福祉社会の仕組みづくり』中央法規, 
138-157.
首都大学東京子ども・若者貧困研究センター（2017）『東京都
子供の生活実態調査報告書』http://www.fukushihoken.
metro.tokyo.jp/smph/joho/soshiki/syoushi/syoushi/
oshirase/kodomoseikatsujittaityousakekka.html 2018.12.31
アクセス
総務省（2016）『平成27年度　情報白書　ICTの過去・現在・未来』
　http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/
h27.html　2018.12.29アクセス
津田朗子、木村留美子他（2015）「小中学生のインターネット
使用に関する実態調査：親の把握状況と親子間の認識の
違い」『金沢大学つるま保健学会誌』39（1）73-9.
